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要　　旨

　現行学習指導要領で見直された「生きる力」を育成するために，「主体的・対話的で深い学び」

の視点に沿った授業改善が求められている。本稿では，その3つの視点の中から「主体的な学び」

を取り上げて，「主体的な学び」とはどのような視点であるのかに関する考察を深めてみた。学

習指導要領，その趣旨を具現化した指標，主体的に学習に取り組む態度の評価，心理学におけ

る主体的な学び，英語教育関連分野における主体的な学び，と幅広い観点から「主体的な学び」

を掘り下げてみた。それらの探索の過程で導き出された「主体的な学び」を構成する概念は，

互いに相反するものも含まれている。しかしながら，「主体的な学び」という包括的な概念を捉

えようとするに際して，何か一つの視点にたった考察は，視野を狭め，その全体像を見失う恐

れがないとも限らない。様々な分野の知見を総合して，複雑に絡み合った糸をほぐす様に，学

びの実態を包括的に解明する姿勢が求められるのではなかろうか。本稿はやや雑感的な記述に

過ぎた感は否めないが，今後，「主体的な学び」に関する研究をさらに進めるに当たって，その

第一歩を記すことができたものと期待する。
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1．主体的な学びを必要とする背景

　2030年までの社会は今後ますます情報化・少子高齢化・グローバル化・AIの発達などが加速

化することが予想される。2020年から順次施行に移された現行学習指導要領は，そうした混沌

とした海図なき社会を，よりよく生き抜くこどもたちに求められる「生きる力」の見直しを行っ

た。「生きる力」の育成に必要な資質・能力は3つの柱で捉えられている。すなわち，

①生きて働く「知識・技能」の習得

②未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成

③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養

の3つである。「学びに向かう力・人間性等」は，観点別評価を通して見取ることができる「主

体的に学習に取り組む態度」を通して見取ることができる部分と，こうした評価にはそぐわない

個人内評価を通して見取る部分の2つで構成される。3つの柱で捉えられた「資質・能力」をバ

ランスよく育むために「主体的な学び」の実現に向けた授業改善が求められている。

2．学習指導要領における主体的な学びとは

　文部科学省（2017）では，主体的な学びを実現するために授業改善を行う視点が次のように解

説されている。

学ぶことに興味や関心をもち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見通しをもって

粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できてい

るかという視点

　ここでは，新しい時代に求められる資質・能力を育むために，「主体的な学び」の実現に向けて，

児童生徒が「どのように学ぶか」という視点を重視した授業改善が叫ばれている。教員が「何を

教えるか」，児童生徒が「何を知っているか」という従来の学習観は，児童生徒が「何を」「どの

ように」学び，「何が」できるようになるかという視点で再整理された。「どのように」学ぶかの

具体的な在り方として示されているのが主体的な学びである。

　独立行政法人教職員支援機構（2018）は，主体的な学びを5つの要素により分かりやすく分解

し，ピクトグラムを用いて表記している。それによれば，主体的な学びとは以下の下位項目が実

現された，あるいは実現を目指して学習活動が行われている状態とみなすことができそうである。

①興味や関心を高める。

②見通しをもつ。
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③自分と結び付ける。

④粘り強く取り組む。

⑤振り返って次へつなげる。

3．主体的な学びの指標

　「主体的な学び」は5つの要素に分解され文字化されているが，それだけでは十分に可視化さ

れているとは言い難い。そこで，以下では主体的な学びが達成されているかを判断するための2

つの指標をみてみたい。一つは平山（2021）で紹介されているARCSモデルで，もう一つは栃木

県総合教育センターが提案する指標である。この2つには，資質・能力を育成するために必要な

指導内容等を通して，「主体的な学び」を達成しようとするこどもの姿が描かれている。

3.1　ARCSモデル

　平山（2021）は主体的な学びの5つの要素（興味・関心，見通し，自己との関連付け，粘り強さ，

振り返り）をKeller（1983）が開発したARCSモデルの具体的な行動指標と関連付けている。

Kellerが提唱するARCSモデルは学習者の意欲を高めるための手法である。継続的に学ばせるた

めの4つアプローチを追求した結果，学習意欲が飛躍的に高まることが実証された。その4つの

アプローチとは注意（Attention），関連（Relevance），自信（Confidence），満足感（Satisfaction）

の4つで，ARCSモデルのARCSはその頭文字から取られている。

　主体的な学びの第1構成要素である「興味・関心」と関連するのはARCSモデルの注意

（Attention）の側面である。注意とは平山によれば，「学習者の心が動かされる」ことを意味する。

注意の側面は学習の時系列に沿って，「知覚的喚起」「探求心の喚起」「変化性」の下位構成要素

に細分化される。学習開始段階では学習者の興味・関心が引き出されることが積極的な学習姿勢

を生み出し，学習が進むにつれて注意が持続されるには，授業に変化が求められる。

　主体的な学びの第二の側面である「見通し」と第三側面である「自己との関連付け」と関りを

もつのが関連（Relevance）である。見通しをもたせるためには教材のゴールを示して，ゴール

達成による有用性や意義を実感させることが重要となる。学習者の身の回りにあるものなどから

具体性を高め，既習事項とのつながりを想起させることが，学習に自ら参加する姿を生み出すと

考えられる。

　「粘り強さ」と関連しているのは自信（Confidence）である。試行錯誤を重ねながら，成功体

験を重ねることが自信を生み，粘り強さにつながると考えられる。自分はやればできるという自

信は自己効力感にもつながり，学習効果が見込まれる。

　主体的な学びの五番目である「振り返り」は満足感（Satisfaction）の側面に対応している。「振

り返り」を記すことで，何ができるようになったか，何が分かったのかを自分の言葉で考えるこ

とにつながる。やってよかったと思える場面が提供されることにより，今後の活動の活性化につ

ながることが予想される。
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3.2　栃木県総合教育センター作成の指標

　主体的な学びを実現するために様々な指針が都道府県の教育委員会などから教科ごとに提案さ

れている。ここでは，それらの中から代表的なものを1つ取り上げて，児童生徒にどのような学

びの姿がみられたら，主体的な学びが達成されたとみなすことができるのかを概観したい。それ

を通して，主体的な学びのより具体的な特徴が特定できればと考えている。

　栃木県総合教育センターが2018年に発表した「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

授業改善では，主体的な学びを達成しようとする児童生徒の姿が描かれている。以下では，その

中から外国語活動・外国語科（英語）に関して，5つの主体的な学びの下位構成要素に沿って，

主体的な学びを達成しようと学習活動に従事する児童・生徒の姿に触れてみたい。

　まず「興味や関心」の領域に関しては，コミュニケーションをしたいという意欲が高まってい

る状態が「興味・関心」のより詳細な指標とみなされている。イラスト，写真，図表，ICT機器

の活用により，こどもの興味・関心が高まり，学習目的や場面状況の理解が促進されると考えら

れている。発達段階に応じて，こどもの興味のある人物や題材を取り上げることも有効であった

としている。

　次に「見通しをもつ」の具体的な指標として，単元のゴールを理解し，それを意識しながら各

時間の言語活動に取り組んでいる姿が紹介されている。例えば，単元の最終場面で行う発表のビ

デオなどを新たに単元に入った段階で提示されると，こどもは目標を達成するために，バックワー

ドデザインでどのような語彙・文法項目・表現を習得しなければならないかという学習の見通し

が得やすくなる。

　「自分と結び付ける」に関しては，自分の生活や経験した身近なことと結び付けることが求め

られている。コミュニケーションに際して，自分の生活経験から状況をイメージすることや他教

科での既習事項などを想起することも，言語活動を促進する。

　「振り返って次につなげる」は分かったことや新たな気づきを教師やこどもと共有する姿勢に

表出する。目標とされた言語活動を振り返り，できるようになったことを自覚し，次にできるよ

うになりたいことを他の学習者と共有する姿が指標と考えられる。

4．評価における主体的な学び

4.1　「主体的に学習に取り組む態度」の評価に関して

　評価の観点からも主体的な学びに関する知見が得られる。学習指導要領の改訂を受け，観点別

学習状況における評価の観点もそれまでの4観点から3観点へと整理された（文部科学省，

2019）。奈良県教育委員会が作成した「『主体的に学習に取り組む態度』の評価に関するガイドラ

イン」によれば，評価に関する変更点で特筆に値するのは，「学びに向かう力，人間性等」に示

された資質・能力のうち，観点別評価を通して見取ることができる部分を「主体的に学習に取り

組む態度」とした観点が導入された点である。この観点は，従前の「関心・意欲・態度」を継承

するものとされつつも，知識及び技能の習得や思考力・判断力・表現力等の涵養と一体的に評価
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することが求められており，粘り強く学習に取り組む側面と自らの学習を調整する側面の双方か

ら評価すべきとされている。この2つの側面に関する詳細な説明は後の節で取り上げたい。

　「主体的に学習に取り組む態度」の評価に際しては，単に継続的な行動や積極的な発言を行う

など，性格や行動面の傾向を評価するのでは評価の適切性に欠ける。各教科等の「主体的に学習

に取り組む態度」に係る観点の趣旨に照らすことが重要である。知識及び技能を習得したり，思

考力，判断力，表現力等を身につけたりするために，自らの学習状況を把握しているか，学習の

進め方について試行錯誤するなど，自らの学習を調整しながら学ぼうとしているかどうかという

意思的な側面を評価することが重要である。

　人見（2022）は「主体的に学習に取り組む態度」の評価に関わる論点の整理を行っている。こ

こでは，その中から2点の論文を紹介したい。双方の記述内容には相反する部分も含まれている

ものの，「主体的な学び」を包括的に理解するうえで参考になる重要な記述が多い。

　まず山口（2022）は，ノートやワークシートの記述分析を行い，「～が好きになった」，「～を

がんばった」，「～に感動した」などという，情意表現を「態度」の指標とするのではなく，「～

が分かった」，「～を継続した」，「～に方法を変えた」などの認知・行動・意思の表現から「態度」

を評価する重要性を指摘している。

　次に櫻井（2020）は，「主体的に学習に取り組む態度」の2つの側面のうち「粘り強く学習に

取り組もうとする態度」は，「興味・関心」（内発的な学習意欲）や「目標意識」（夢や将来の目標），

さらには「やればできる」という効力感との関連が高いと述べている。一方，「自らの学習を調

整しながら取り組もうとする態度」は達成への意欲や自己実現への学習意欲との相関が認められ

たとする。

　西塔（2022）は奈須（2020）の「単元内自由進度学習」の取り組みを紹介している。「単元内

自由進度学習」では，単元の学習開始に先立って，単元のねらい・時数・標準的な学習の流れ・

利用可能な学習材などを記した「学習の手引き」がこどもたちに与えられる。こどもたちは「学

習の手引き」に沿って許された時間内で，自分の興味や学習スタイルに応じた学習をいかに進め

るか学習計画を立てる。学習の進行については基本的にこどもたちに委ねられるが，確実に学習

が進められるよう，途中2 ヶ所ほどのチェックポイントを設けてあり，そこでは教師の支援が受

けられる。また，学習カードその他の成果をポートフォリオとして提出させ，評価に用いられる。

個別最適な学びの実現が叫ばれる昨今の現状に鑑みれば，従来の一斉画一的な指導を改善してい

く一つの方策として「単元内自由進度学習」の可能性が認められたと報告している。

4.2　「粘り強い学び」について

　田中（2020）によれば，2019年に中央教育審議会の教育課程部会から出された「児童生徒の

学習評価の在り方について（報告）」（以降「報告」）は新学習指導要領に沿った学習評価の基本

的な性格を定めている。その中で，新しい学習評価の観点となった「主体的に学習に取り組む態

度」は，「粘り強い取り組みを行おうとする」ことと，「自らの学習を調整しようとする」の2つ

の側面があることが指摘されている。
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　前者の「粘り強い取り組みを行おうとする」ことに関して「報告」には，こどもたちの「粘り

強い取り組み」の姿が具体的に文字化されていないと田中は記している。また，授業中の挙手の

回数であるとかノートの取り方などのような，児童生徒の性格や一時的な行動傾向が表出された

場面をもって，「粘り強い取り組み」とみなすことを戒めている。田中は「粘り強い取り組み」

の具体的な行動指標を8つ挙げている。ここではそれらを詳述することは避けるが，いずれも知

識及び技能を獲得し，思考力，判断力，表現力等を身につけるために，自らの学習状況を把握し，

学習の進め方について試行錯誤しながら学ぼうとしている姿が描かれている。

4.3　「自らの学習を調整しようとする」側面について

　「自らの学習を調整しようとする」側面にかんしては，田中はSCHUNK & ZIMMERMAN（1998）

の自己調整学習（Self-Regulated Learning）が理論的下敷きとされているとみる。この理論によ

れば，自己調整学習を身につけている学習者は，メタ認知・動機づけ・行動の3つの過程が相互

に機能して効果的な学習成果をもたらすことができる。メタ認知の過程では，学習目標を設定し，

自己をモニターしながら学習を行ない，学習成果を自己評価することで，主体的な関わりをもと

うとする。動機づけの過程では，学習意欲を高くもちながら学習に対する努力と忍耐力を維持し

ていこうとする。行動の過程では，学習に適した環境を選ぶ，学習に必要な情報や援助を求める

などして目標を達成しようとする。それぞれの過程では，学習を効果的に進行させるための種々

の方略（学習方略 learning strategy）が使用される。

　しかしながら，「自己調整」を学習場面で児童生徒が実際に運用して身につけることに対して，

田中は困難視している。そこで，「報告」では「自己調整学習」の一部のみ，つまり，「メタ認知」

と「自己調整」のみが取り上げられ，それをさらに理解しやすいシンプルな日本語に置き換えて，

「自らの学習状況を把握している」ことと，「試行錯誤している」こと，という2つの下位項目が

導入されているのではないかと田中は指摘する。

　一方，木村（2023）はSCHUNK and ZIMMARMAN（1998）の3段階で表された自己調整学習

を「見通す」「実行する」「振り返る」の3つのフェーズで児童生徒が発揮する自己調整スキルを

明らかにしている。

　「見通す」フェーズは「目標設定」「問い」のスキルで構成される。「目標設定」は学習目標を

明確にすることで，その授業・単元でどのようなことに取り組めばよいかということを明らかに

するスキルを指す。それはこれから学ぶ学習の問いを導く力とみなされている。「問い」は「問

いを広げる」「問いを順序立てる」「問いをしぼる」の3つのステップに細分化される，それぞれ

のステップには考えを深めるための支援となるシンキングツールが含まれている。

　次に「実行する」フェーズは「見通す」フェーズで設定した目標や計画をメタ認知する段階で

ある。こどもたちは学習を進めながら，自らの学習活動をモニタリング（確認）し学習のコント

ロール（調節）を行う。このフェーズは「自らの学習を調整しようとする」側面の要と考えられ

る。

　最後に「振り返る」フェーズでは，学習を「評価」し，学習の成果を振り返る。振り返りの行
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為には，その成果が何に起因しているのかを考察する帰属のプロセスが含まれる。振り返りは「内

容」と「方法」の両面に及び，うまくいった理由やいかなかった原因を考察することで，今後の

学習目標が明らかとなる。

5．心理学における主体的な学びとは

　浅野（2002）は，大学生879名を対象として，学習動機が生涯学習参加に及ぼす影響を考察し

た。質問紙調査の結果，学習に意欲的に取り組む「積極的関与」と長期的に学習を続けようとす

る「継続意志」の2つの因子が抽出されている。重回帰分析を行ったところ，「積極的関与」を

強化する主な学習動機は，特に学びたいものをもっている「特定課題志向」であった。「継続意志」

を促進する要因として，自分を高めたり幅を広げたいという自己向上を目指している「自己向上

志向」と「特定課題志向」の2つが挙げられている。さらに，13名の大学生に面接を実施した。

「自己向上志向」の学習動機は青少年期の学習不充足感に端を発し，仕事上の挑戦，すぐれた人

との比較を経て強められ，「継続意志」につながっていた。「特定課題志向」は青少年期の学校ま

たは仕事外で課題に取り組む経験を経て，現在の課題に対する「積極的関与」を高めている傾向

が示唆された。

　畑野（2013）は大学生266名を対象とした質問紙調査を用いて，SRLSの間接効果を検証した。

内発的動機づけがSRLSを媒介し，主体的な学習態度に影響を与えるモデルを仮定している。内

発的動機づけと主体的な学習態度を媒介する変数として自己調整学習方略（Self-Regulated 

Learning Strategy: SRLS）に着目し，主体的な学習態度に対する内発的動機づけとSRLSの影響

を明らかにした。SRLSの下位尺度である「認知調整方略」と「動機づけ調整方略」の間接効果

が有意であった。以上の結果は，内発的動機づけを高めることがSRLSの向上を促し，さらに主

体的な学習態度の獲得を予測する可能性とSRLSの向上が主体的な学習態度の獲得を予測する可

能性を示唆している。

　河村（2020）は「主体的に学習に取り組む態度」を測定する尺度の作成を試みている。中学生

801名を調査の対象とした因子分析の結果，主体的学習態度は学習方略・主体性・協働性の3因

子構造であることが解明された。3因子ともα係数が .85以上であり，一定の信頼性が得られて

いる。第1因子の学習方略では，「新しいことを覚えるときには，自分の知っていることと結び

付けて覚えるようにしている」，「問題に対して自分の知識や能力を，どのように活用すればよい

かを考えるようにしている」などの項目が高い因子負荷を示した。第2因子の「主体性」は，「他

の人と違う意見であっても，自分の意見を言っている」「授業などで発言する時間や場面でなく

ても，自分の考えをもっている」などの項目から構成される。第3因子の「協働性」は「友達の

考えが自分の考えと違っていてもすぐに否定しないで，よさを見つけようとしている」「活動す

るときに，友達と協力して取り組むようにしている」などを下位構成要素としてもつ。

　竹内（2021）は成人を対象とした主体的学び態度についての尺度を作成している。因子分析を

した結果，「自発的学び」・「対人的学び」・「教えられる学び」の3つの因子が抽出された。「自発
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的学び」とは自発的に学ぶことに対する楽しさで表される内発的な動機づけに該当する。「対人

的な学び」は学習内容を他の人に説明し質問する設問項目が高い負荷を示している。「教えられ

る学び」とは教えられることに対する価値観を指している。しかしながら，「教えられる学び」

は内定整合性が欠けて，他の尺度との関連が低かったため，尺度としての妥当性を疑問視してい

る。最終的に，竹内は「教えられる学び」を除いた「自発的学び」と「対人的学び」の2つを主

体的な学びの下位尺度と考えた。

6．英語教育研究の分野における主体的な学びと関連する概念

　酒井（2022）は「主体的に学習に取り組む態度」に関するアウトカム指標の分析結果を報告し

ている。様々なアウトカム指標の中から，物井（2020）による「WTC（Willingness To 

Communicate）」・「学習意欲」，石濵他（2014）や染谷（2014）による「好き・楽しい」が考察の

対象とされている。

　物井（2020）によれば，L2でのWTCはある特定の人（あるいは集団）に対し，会話をしよう

とする心の準備（レディネス）を指す。それは，個人の性格傾向を超えた動的な概念である。こ

のWTCに対して，酒井はWTCは主体的に学習に取り組む態度を測る尺度として使用することに

は疑問が残るとしている。

　学習意欲の定義として酒井はDörnyei & Ushioda（2011）の動機づけに関する定義を援用して

いる。それは「行動の方向性と強さに関するもの」で，行動の理由・行動の維持・行動を取ろう

とする強さに関するものである。学習意欲は，「主体的に学習に取り組む態度」のうち，授業外（学

校外）における外国語習得に取り組もうとする態度と関連すると考えている。

　石濵他（2014）は小学5・6年生138名を対象に19項目の質問紙調査を実施した。因子分析の

結果，3因子（「英語好感」・「英語自己有能感」・「興味関心」が抽出された。3因子ともαが .80

を超え，信頼性に足りる結果であった。染谷（2014）は6年生118名に対して，10項目の質問紙

票調査を実施し，5件法で回答させている。因子分析の結果，2因子（「内発的動機」・「統合的動

機」）が抽出され，因子ごとのαは，双方ともに .80であった。前者の「内発的動機」には授業や

活動に対する好感度に関する項目が含まれていた。後者は英語や文化に対する興味・関心に関す

る項目から成っていた。石濵他（2014）や染谷（2014）は，「英語が好きである」ということは

内発的動機づけと，「英語に興味がある」ということは統合的動機づけと関連すると述べている。

これらは，授業外（学校外）における外国語習得に取り組もうとする態度と関連するものと考え

られている。

7．まとめにかえて

　今回，「主体的な学び」とは何かを考察するために，様々な分野の文献を参照した。その探索

の過程を通して，「主体的な学び」を構成すると思われる概念がいくつか浮かび上がった。それ



主体的な学びとは何かに関する考察

― 27 ―

らは，学習指導の実践の中から具現化されたものもあれば，評価の観点に照らして明らかになっ

たものも含まれている。学習指導要領の理論的背景となっている学説から導き出された概念もあ

る。実践から導き出された実践知と理論から導かれた概念とでは抽象度に差はあるものの，両者

とも「主体的な学び」を掘り下げて考えていくうえで，不可欠なものと考えられる。互いに相反

する内容が含まれる事例もあったが，どちらか一方に偏った視点で「主体的な学び」を捕捉しよ

うとするのは控えるべきであろう。様々な分野の知見を総合して，多岐にわたる学びの実態を包

括的に解明する姿勢が求められる。今回の考察が「主体的な学び」の実態の解明に少しでも寄与

できたことを念ずる。
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